
資料１ 

令和７年度 宇部市地域包括支援センター事業実施方針 

 宇部市では、第９期宇部市高齢者福祉計画の中で、基本理念（目指すまちの姿）として『高齢者が生

きがいを持って自分らしく暮らせる支え合い助け合う地域共生のまち』を掲げています。 

地域包括支援センターは、上記の基本理念を実現するために、地域の現状・課題を捉え、その課題を

解決するために事業を実施することとします。 

令和７年度本事業を実施するにあたり、地域包括支援センターは下記の重点施策に取り組みます。 

  

１ 介護予防に関する正しい知識の普及と実践 

・高齢者が介護予防について関心を持ち、普段の生活の中で積極的に取り組むことができるよう介護予防

に関する正しい知識や技術の普及・啓発を行う。 

・身近な地域でのサロン等の住民主体の通いの場に積極的に関与し、高齢者の健康課題の把握とフレイル

予防や認知症予防に着眼した支援を行い、保健事業と介護予防の一体的な実施を推進する。 

・高齢者の身の回りにあるあらゆる資源を活用・提案し、自分らしい活動的な生活を継続できるマネジメント

を行う。 

２ 認知症高齢者支援（認知症バリアフリーの推進） 

・認知症になってもできる限り住み慣れた地域で自分らしく暮らし続けられるよう、早期の相談や家族の支援

体制を強化する。（相談窓口の周知・認知症カフェの開設、開催支援等） 

・認知症サポーターの養成等により、地域、職域及び学校に対して認知症に対する理解や見守りの重要性

を啓発するとともに地域見守り体制構築の支援を行う。 

 ・地域の特性を鑑み、認知症当事者や家族、プラチナサポーターとともにチームオレンジの活動を推進して

いく。活動に当たっては、認知症当事者の視点を取り入れる工夫を行う。 

３ 地域支援体制の強化 

・地域住民が安心して暮らすための「地域支え合い包括ケアシステム」をさらに進め、分野横断的に連携し

て相談対応ができる体制づくりを行い、ネットワークの拡大強化を図る。 

・民生児童委員や関係機関等とともに高齢者が孤立することのないよう地域での見守り支援を行う。 

・生活支援コーディネーターや住民等と協働で地区単位での支え合い会議を開催し、地域課題の 把握や

解決に向けた協議を行う。 

４ アウトリーチ等を通じた継続的支援 

・複合化・複雑化した課題を抱えながらも支援が届いていない人を把握し、家庭訪問及び同行支援 

など継続的な支援を行う。 

・地域住民の通いの場や支援関係機関等に積極的に出向き、潜在的な課題の早期発見、早期支援 

に努める。 

５ 社会参加に向けた支援 

・社会的孤立等の課題を抱える人に対し、本人の強みを活かすことができる社会資源を提供し、地域 

で自分らしく生きがいを持って生活できるよう支援する。 

・課題解決にあたっては、宇部市社会福祉協議会等地域づくり関係機関と情報共有し、社会資源の 

創出に向けた取り組みを行う。 


